
                                                   

 

 

 

 

 

                        以前にもお伝えしたかと思いますが、 

コロナ対応が始まって以来、私たち教職員の校外での研修や出張は激減しています。 

全くやっていないわけではなく、学校にいながら参加できるzoomなどを使った同時 

双方向でのオンライン研修や会議、オンデマンド研修（録画したものを見る）などが 

盛んに行われるようになっています。 

私も昨年度は１０回を超える県外出張がありましたが、今年は中止になったものも多かったです

が、全国レベルのオンライン会議を数回体験しました。例年なら１泊2日で会議に参加する東京出張

も、会議の時間だけデスクでパソコンに向かっていれば、説明も聞けるし質問もできます。当然旅費

もかかりませんし、時間も有効に使えます。若草4校の管理職会や、校長が参加する分校の会議や式

などもすべてではありませんが、4校をzoomでつないで行っています。 

直に会って話をしなければ解決できないこともあります。TVやパソコンの画面上でのやり取りで

十分なこともあります。県外に行って直に見たり触れたりすることも有効です。講演を聞くだけなら

オンラインでも十分その目的は果たせます。これからは、目的に応じて、それぞれの利点を生かした

「ベストミックス」な対応が求められると思っています。 

また、これまでにも「GIGAスクール構想」のことについてお伝えしたことがあると思いますが、

児童生徒用にも学校に一人一台パソコンが整備されることになっています。学習支援のためのツール

としてはもちろん、学校と自宅をつないで授業、オンラインで社会見学、県内外や外国の人々との交

流などなど可能性は、どんどん広がりそうです。 
 

                  ２０２１年がスタートして早くも１月が過ぎようとしています。 

厳しい寒さと、春のような陽気に、思わず季節がこんがらがり

そうです。そして、新型コロナウイルスによる感染症が私たちの想定を超えて広がり、終息が見通せ

ない期間が長く続きます。先週末には高知県は「警戒」のレベルになりましたが、全国の多くの地域

が緊急事態宣言の状況にあります。東京都の肢体不自由特別支援学校の状況をお聞きすると、家族や

子ども本人に陽性が出ても医療につながらず、受診や薬の処方もなく自宅待機のままで過ごすことが

多い、学校で陽性者が出ても「学校は日常から消毒などを行っているため濃厚接触者は確定しない」

と保健所から言われた学校もあり、学校で自衛するしかない状況が続いている、陽性になっていつか

ら学校に再登校できるかは、自宅待機のままの場合には医療や検査での判断はないため、学校として

は判断が難しいなどなど。高知県とは医療や保健所のひっ迫状況がずいぶん違いますが、そこまで来

ているのかと危機感を新たにしたところです。 

 そういう中にあっても、ウイズコロナ、ポストコロナをしっかり見据えて若草の教育活動を進めて

いきたいと思っています。健康管理や登校の判断はもちろん、適切な情報提供や共有をしていただい

ていることなど、保護者、ご家族の皆様の協力には本当に感謝をしています。今年もどうかよろしく

お願いいたします。 

  校長室だより Ｎｏ．９（令和３年１月29日） 

新しい１年に思うこと… 
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 2 学期の後半に応募などをしていた作品展やスポーツ大
会の入賞のお知らせが届いています。 
(本校)子ども県展 図画の部 

入選 中学部 徳弘さん・橋村さん・小野さん 
(本校)第27回全国特別支援学校文化祭 写真部門   

りそなグループ賞 高等部 大崎さん 
(本校)令和2年度 とくしまスポーツ交流大会（zoom） 
   競技：ターゲットボッチャ第２位 小学部３組さん 
 

入選・入賞おめでとう！ 

教員研修・会議あれこれ・・・ 

          

 ３学期が始まり、教職員の人事評価
のための面談などで分校を訪問した
りすることが続き、不在のことが多か
ったのですが、学校にいると各学部の
子どもたちが、よく校長室のドアのと
ころから声をかけてくれます。４月に

比べると背が高くなったり、お話が上
手になったり、笑顔があふれていた

り・・・とてもうれしい時間です。 

ちょこっと：１月の校長室 


